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工事金額を減額
（６月定例会で決まったこと）
16名の議員が市政を質す
（一般質問）
表紙写真の説明

  ・・・・・・・・・・・・・・・・

 ・・・・・・　 　　

 ・・・・・・・・・・・・・・・・
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3

特集
新たな副議長が決定
政務活動費の収支状況を公開
他市から視察を受け入れました

・・・・・・・・・・・　

・・・・・・・・・・　

 ・・・・・・・・・　
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14
15

夢と希望と
元気が

夢と希望と
元気が

いっぱいいっぱい
！！

（6月定例会)号41第
2019.8.20
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議会
人事

副議長に千葉議員

千葉 正弘　副議長

厳正なる開票の結果議長を含めた29名が投票 千葉議員が19票を獲得し当選しました

次に登壇した針谷正夫議員

はじめに登壇した千葉議員

　
定
例
会
初
日
、
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
で
は
、
選
挙
の
実
施
に
あ
た
り
、
就
任
を

希
望
す
る
議
員
に
よ
る
所
信
表
明
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
所
信
表
明
会
で
は
、
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

議
会
運
営
に
係
る
所
信
や
抱
負
を
述
べ
、
投
票
す
る

議
員
の
参
考
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
副
議
長
選
で
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
内
容
の
実
現
に

ま
い
進
す
る
の
み
で
す
。
具

体
的
に
は
、
①
議
会
改
革
を

進
め
る
と
同
時
に
、「
議
会

力
・
議
員
力
の
向
上
」
を
図

る
。
②
議
会
と
執
行
部
と
の

意
思
の
疎
通
を
向
上
さ
せ
る
。

が
主
な
内
容
で
す
。

　
議
員
が
様
々
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
議
論
・
検
討
を
進
め
、

「
議
会
力
・
議
員
力
の
向
上
」

を
図
る
目
的
で
新
設
し
た

副
議
長
と
し
て
の
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

前
述
の
内
容
を
進
め
る
に
あ

た
り
、具
体
策
は
あ
り
ま
す
か

「
市
議
会
情
報
交
換
会
」
に

大
い
に
賛
同
し
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
執
行
部
と
の
意
思

の
疎
通
に
つ
い
て
は
、
情
報

の
共
有
化
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
議
員
研
究
会
の
あ
り
方

を
発
展
さ
せ
、
議
会
側
の
呼

び
か
け
に
よ
る
研
究
会
を
行

い
、
課
題
の
認
識
を
深
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
間
、
様
々
な
課

題
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
感
は

否
め
ま
せ
ん
が
、
議
会
の

権
能
を
発
揮
し
て
い
る
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
議
論

を
尽
く
す
こ
と
は
、
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す

こ
と
で
あ
り
、
市
民
の
声
を

市
政
に
反
映
し
、
結
果
と
し

て
本
市
の
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
議
会
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
ま
す
か

副議長選挙に向けた所信表明会

副議長選挙

・議長をサポートし、これまで以上にスムーズな議会運営を果たし
　たい
・議会改革に積極的に取り組んでいきたい
・議会と市長等を含む執行部との意思疎通をさらに発展・向上させ
　たい

・議員、議会の能力を高め、執行部と切磋琢磨しながら、安心して
　生活ができる豊かな栃木市を築く一助になりたい
・二元代表制の一翼を担う議員であることを自覚し、さらなる議会
　の活性化を図り、市民の負託に応えられる議会運営実現のため、
　議長を補佐していきたい
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表紙の写真 夢と希望と元気がいっぱい！
　新学期は夢や希望が膨らみながらも、不安の中での生活が始まりました。
　子どもたちも新しい生活に慣れて、笑顔で元気いっぱいの毎日を送れる
ようになりました。たくさんのお友達もできて、何もかもが新発見ですね。
　子どもたちの笑顔を絶やさぬように、未来に向けて、改めて議会運営に
励んでいきたいと思います。

（表紙担当：大浦委員、撮影地：二杉幼稚園）

請願・陳情の提出者から意見を聴く場を設けました（意見陳述）

●栃木市民読書の日の制定に関する請願書
【概要】幼少期より読書の機会に目を向けさせ、
習慣化を図ることを目的として、山本有三先生
の生誕日である7月27日を栃木市民読書の日と
して制定いただきたい。

　本年10月からの消費税引上げの影響を緩和
することなどを目的に、国の財政支援を受け、
低所得者や子育て世帯向けのプレミアム付商品
券の発行等を行うための、補正予算を編成する
ため、臨時会が開催されました。
　これを受けて、県内他市町の実施状況や対象
者数等について質疑が行われた後、討論なく、
全会一致で可決いたしました。 補正予算案などの提案理由を説明する大川市長

５月臨時会が開催される 補正予算案を全会一致で可決

６月定例会での審議に先立ち、所管の常任委員研究会で審査いたしました

陳情提出者から意見を聴く民生常任委員

●介護福祉職員処遇を当面４万円引き上げる
　助成制度の新設を求める意見書の提出を
　要請する陳情書
【概要】2025年介護福祉職員100万人不足に
備え、「全産業平均賃金差額９万円」に近づける
ことを目指し、当面介護福祉職員処遇を４万円
引き上げる助成制度の新設を国に求めていただ
きたい。

産業教育常任委員からは読書の日を山本有三先生の
生誕日にする理由などの質問が行われました
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競
争
が
働
き
づ
ら
い
部
分
が
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

普
通
免
許
で
乗
車
可
能
な
３
・
５
ト

ン
未
満
の
車
両
を
購
入
し
て
い
き
た
い
。

　
　

本
件
の
入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、

物
品
購
入
等
入
札
参
加
者
名
簿
に
登
録
を

受
け
て
い
る
者
、
地
方
自
治
法
等
に
規
定

さ
れ
て
い
る
契
約
を
締
結
す
る
能
力
が

あ
る
者
、
ま
た
、
消
防
車
両
販
売
に
登
録

の
あ
る
者
、
過
去
10
年
以
内
に
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
新
車
納
入
実
績
が
あ
る
者

な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　

栃
木
市
消
防
団
に
配
備
中
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
２
台
が
老
朽
化
し
た
た
め
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
を
購
入
す
る
。

①
取
得
の
方
法　

事
前
審
査
型
条
件
付
き

　
一
般
競
争
入
札
（※

）

②
取
得
予
定
価
格　
４
５
７
６
万
円

③
取
得
相
手　
合
資
会
社 

渡
辺
商
店

　
　

昨
年
度
購
入
し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
は
５
ト
ン
未
満
の
車
両
で
あ
る
が
、
今

回
購
入
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
車

種
、
構
造
、
艤
装
な
ど
種
類
が
以
前
の
も

の
と
異
な
り
、
３
・
５
ト
ン
未
満
の
車
両

を
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
。
３
・
５
ト
ン

未
満
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
製
造

で
き
る
メ
ー
カ
ー
が
少
な
い
た
め
、
価
格

　
　

当
初
の
設
計
で
は
、
壁
に
大
便
器
を

取
り
付
け
る
タ
イ
プ
を
予
定
し
て
い
た
が
、

女
子
ト
イ
レ
の
数
を
多
め
に
設
定
し
た
た

め
、
既
製
品
の
大
便
器
を
設
置
す
る
幅
が

足
り
な
く
な
り
、
全
て
の
大
便
器
に
お
い

て
床
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
い
る
タ
イ
プ
に

変
更
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
工
事
費
用

が
約
５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

荷
物
等
を
置
く
棚
を
別
途
壁
に
設
け
る

の
で
、
工
事
変
更
に
よ
り
使
用
者
に
不
便

が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
30
年
第
１
回
栃
木
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
議
案
第
55
号
と
し
て
議
決
を

経
た
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備

機
械
設
備
工
事
請
負
契
約
（
日
向
野
・

安
藤
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
）
の

金
額
を
一
部
変
更
す
る
。

【
変
更
の
概
要
】

・
変
更
前
契
約
金
額

　
　
１
９
６
，
８
８
４
，
０
０
０
円

・
変
更
後
契
約
金
額

　
　
１
９
５
，
２
１
０
，
０
０
０
円

6
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
（
主
な
議
案
等
）

議
案
の
概
要

議
案
の
概
要

　
６
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

答 質
　
　

使
用
者
へ
の
影
響
は

質　
　
疑

答 質
　
　

今
後
更
新
し
て
い
く
車
両
は

答 質
　
　

入
札
に
参
加
す
る
た
め
の
条
件
は

可決

工事金額を減額

議案第64号
工事請負契約の変更

全会一致

可決

消防ポンプ
自動車の購入

議案第65号
財産の取得

賛成
反対

26
2

用
語
解
説

（※

）
事
前
審
査
型
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

　
予
定
価
格
２
０
０
０
万
円
以
上
の
物
品
購
入

な
ど
が
対
象
と
な
り
、
一
定
の
条
件
を
ク
リ
ア

し
た
業
者
の
み
が
参
加
で
き
ま
す
。

質　
　
疑

質
　
　

昨
年
度
に
購
入
し
た
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
に
比
べ
、取
得
価
格
が
高
い

要
因
は

答
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消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
は
、
98
・
73
％
の
極
め
て

高
い
落
札
率
で
落
札
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
入
札
参
加
も
３
者
で
あ
り
、
３
回
連
続
で
県
内
の
業
者

が
落
札
し
た
。
最
初
か
ら
結
果
が
決
ま
っ
て
い
た
感
が
あ

る
。
ま
た
、
い
ま
ま
で
の
同
型
車
よ
り
１
台
５
０
０
万
円

以
上
高
い
。

　

今
後
、
３・
５
ト
ン
未
満
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

メ
ー
カ
ー
が
１
社
の
み
の
独
占
状
態
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、

他
自
治
体
の
入
札
状
況
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
ほ
ぼ
99
％

の
落
札
率
な
ど
と
い
っ
た
事
態
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

　
今
回
の
入
札
手
続
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
な
ど

関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
に
執
行
さ
れ
、
３
者
の
応
札
が

あ
り
、
競
争
性
も
保
た
れ
て
い
る
。
落
札
額
も
予
定
価
格

内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
契
約
の
締
結
は
妥
当
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
合
資
会
社

渡
辺
商
店
に
つ
い
て
は
、
本
市
を
含
め
、
県
内
の
自
治
体

や
消
防
本
部
に
多
く
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
納
入
し
た

実
績
を
持
つ
企
業
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
本
議
案
に
係
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入

に
関
し
て
は
、
適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
、

賛
成
す
る
。

・
議
案
第
65
号

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

議案等の審議結果
　６月定例会では、議案45件、請願１件、陳情１件が審議され、その内、全会一致は45件、賛否が
分かれた議案等は２件でした。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。

◯=賛成、●=反対

件　　　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 25 26 27 28 29 30

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

●●●●●●●●●〇●〇●●●●●〇●〇●●●〇〇●●〇
不
採
択

財産の取得について

栃木市民読書の日の制定に関する
請願書

議
長
の
た
め
、採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

議　案
第65号

番　号

請　願
第１号

天
谷
　
浩
明

中
島
　
克
訓

福
田
　
裕
司

梅
澤
　
米
満

小
堀
　
良
江

松
本
　
喜
一

大
阿
久
　
岩
人

針
谷
　
正
夫

関
口
　
孫
一
郎

広
瀬
　
義
明

福
富
　
善
明

永
田
　
武
志

白
石
　
幹
男

千
葉
　
正
弘

入
野
　
登
志
子

氏
家
　
晃

針
谷
　
育
造

小
久
保
か
お
る

内
海
ま
さ
か
ず

茂
呂
　
健
市

青
木
　
一
男

坂
東
　
一
敏

大
谷
　
好
一

古
沢
　
ち
い
子

大
浦
　
兼
政

川
上
　
　
均

浅
野
　
貴
之

小
平
　
啓
佑

森
戸
　
雅
孝

誠
　
心

弘
毅
会

創
志
会

弘
毅
会

栃
木
未
来

栃
木
未
来

明
　
政

弘
毅
会

栃
木
未
来

無
会
派

明
　
政

弘
毅
会

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

創
志
会

公
明
党
議
員
会

栃
木
未
来

創
志
会

公
明
党
議
員
会

創
志
会

創
志
会

明
　
政

誠
　
心

誠
　
心

公
明
党
議
員
会

栃
木
政
策
研
究
会

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

誠
　
心

栃
木
政
策
研
究
会

栃
木
政
策
研
究
会

　
令
和
元
年
６
月
21
日
に
新
聞
報
道
さ
れ
た

栃
木
市
農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
の
対
応
に

つ
い
て
、
議
員
全
員
協
議
会
で
担
当
局
よ
り

説
明
が
あ
り
、
そ
の
翌
日
の
本
会
議
最
終
日

に
お
い
て
、
白
石
議
員
、
内
海
議
員
、
針
谷

育
造
議
員
か
ら
担
当
部
局
に
対
し
て
、
地
方

公
務
員
法
に
抵
触
す
る
か
の
確
認
や
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
の
緊
急
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

担
当
部
局
か
ら
は
「
臨
時
職
員
は
地
方

公
務
員
法
の
適
用
が
な
い
と
誤
認
し
て
い
た
」、

「
職
員
の
処
分
に
つ
い
て
は
分
限
懲
戒
等
審
査

委
員
会
で
審
査
し
て
い
く
」
な
ど
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

質
問
の
概
要

反
対
討
論

賛
成
討
論

（
川
上
均 

議
員
）

（
小
堀
良
江 

議
員
）

・
栃
木
市
農
業
委
員
会
事
務
局
の

　

政
治
的
行
為
に
つ
い
て

本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために討論を行った議員名と議案名は次のとおりです。

【
緊
急
質
問
と
は
】

　
災
害
の
発
生
や
執
行
部
の
責
任
問
題
、
そ
の

ほ
か
客
観
的
に
事
態
が
差
し
迫
っ
て
即
刻
臨
機

の
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
、
議
会

の
同
意
を
得
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。 緊

急
質
問
が

　
　
実
施
さ
れ
る
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小久保かおる 議員
公明党議員会

　
20
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
る
「
け
ん

し
ん
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
、
各
世
帯
に
届

い
た
と
思
う
。

　

こ
の
け
ん
し
ん
パ
ス
ポ
ー
ト
の
中
に

は
、
市
民
の
皆
様
が
健
康
診
断
を
受
診

し
た
り
、
健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
案

内
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
１
年
が
経
過
し
た
が
、
昨
年
度
の

取
り
組
み
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
実
績
は
、

男
性
２
６
５
人
、女
性
４
０
３
人
、合
計

６
６
８
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受

診
傾
向
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
査
等
の

受
診
割
合
に
お
い
て
、
58
・
４
％
と
微

減
と
な
っ
て
お
り
、
目
標
値
の
70
％
達

成
に
向
け
、
さ
ら
な
る
受
診
啓
発
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
が
ん
検
診
の
受
診
状
況
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
検
診
で
わ

ず
か
な
伸
び
が
見
ら
れ
る
が
、
今
後
、
さ

ら
に
受
診
勧
奨
に
努
め
た
い
と
思
う
。

　

今
年
度
は
、
県
に
お
い
て
も
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
歩
い
て
た
め
る
ポ
イ
ン
ト

で
「
と
ち
ぎ
の
特
産
品
」
が
当
た
る

「
と
ち
ま
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を

開
始
し
た
た
め
、
当
事
業
へ
の
参
加
を

選
択
事
業
に
追
加
し
、
参
加
者
の
拡
充

を
図
っ
て
い
く
。

●
健
康
増
進
の
取
り
組
み

◯
学
校
や
公
園
等
の
安
心
・
安
全
な
管
理
体
制

◯
読
書
環
境
の
向
上

藤
田
保
健
福
祉
部
長

答
弁

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
が
開
始
さ
れ

１
年
に
な
る
が
、昨
年
の
取
り
組
み
実
績
は

 

針谷 育造 議員
創志会

　

市
長
は
４
月
17
日
の
議
員
全
員
協
議

会
で
、
「
風
通
し
の
良
い
、
何
で
も
話

せ
る
職
場
を
作
る
こ
と
」
を
議
会
に
表

明
し
た
。

　

ま
た
、
「
財
源
を
確
保
で
き
る
よ
う

最
大
限
努
力
し
、
新
年
度
予
算
の
計
上

を
目
指
し
た
い
」
と
、
給
食
無
料
化
に

再
挑
戦
す
る
こ
と
が
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
。
議
会
に
対
し
て
事
前
に
協
議
し
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
恒
久
的
財
源
確
保
の
見
通
し
と
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
を

伺
う
。

　

学
校
給
食
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
公
約
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
子
育
て
世
代
の

方
々
か
ら
は
、
教
育
費
な
ど
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
求
め
る
声
を
多
く
い
た

だ
い
て
お
り
、
無
料
化
を
望
ん
で
い
る

市
民
が
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
関

係
課
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

お
い
て
、
実
施
方
法
等
を
検
討
し
、
議
会

に
も
経
過
を
報
告
し
な
が
ら
、
実
施
に

向
け
て
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

　

な
お
、
学
校
給
食
の
無
料
化
を
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
に
は
、
歳
入
と
歳

出
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
市
全
体
の
予

算
案
に
お
い
て
、
学
校
給
食
の
無
料
化

に
係
る
予
算
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
施
策
の
重
要
性
や
財
政
的

な
裏
付
け
を
議
員
の
皆
様
や
市
民
の
皆

様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

○
会
計
年
度
任
用
制
度
の
確
立

●
学
校
給
食
無
料
化

○
栃
木
シ
テ
ィ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
等
の
整
備

大
川
市
長

答
弁

恒
久
的
財
源
を
確
保
し
、

学
校
給
食
無
料
化
に
再
挑
戦
す
る
の
か

実
施
方
法
等
を
検
討
し
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く

目
標
値
の
達
成
に
向
け
、さ
ら
な
る

受
診
啓
発
が
必
要
と
考
え
て
い
る
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入野登志子 議員
公明党議員会

理
解
を
い
た
だ
け
る
税
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事
業
等

の
貴
重
な
財
源
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
平
成
29
年
度

の
収
入
は
、
７
億
４
０
０
０
万
円
で
あ

る
。

　

近
年
、
廃
止
ま
た
は
、
市
民
税
や
固

定
資
産
税
を
引
き
上
げ
て
税
収
を
確
保

す
る
な
ど
の
手
法
で
、
都
市
計
画
税
の

見
直
し
を
す
る
自
治
体
が
で
て
き
て
い

る
。
不
公
平
さ
を
な
く
す
た
め
の
見
直

し
の
検
討
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で

行
っ
て
い
く
の
か
、
伺
う
。

　

都
市
計
画
事
業
は
多
く
の
時
間
を
要

す
る
と
と
も
に
、
費
用
対
効
果
や
、
財

政
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

当
面
の
間
は
、
都
市
計
画
税
の
目
的

や
使
途
な
ど
を
市
民
の
皆
様
に
説
明

し
、
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。

　

な
お
、
将
来
的
な
都
市
計
画
税
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
他
の
財
源
を
確
保

し
つ
つ
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
参
考
に
、
よ
り
市
民
の
皆
様
に

理
解
を
い
た
だ
け
る
税
の
あ
り
方
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

●
都
市
計
画
税
の
見
直
し

○
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

○
投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
の

　
現
状
と
課
題

榎
本
財
務
部
長

答
弁

市
長
の
公
約
の
中
に
あ
る

都
市
計
画
税
の
見
直
し
は

 

古沢ちい子 議員
公明党議員会

次
年
度
の
導
入
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
く

　

母
子
健
康
手
帳
を
発
行
し
て
い
る

が
、
現
代
で
は
「
ス
マ
ホ
に
母
子
手
帳

を
」
と
の
希
望
が
多
く
、
『
電
子
母
子

手
帳
』
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
津
波
で

母
子
手
帳
そ
の
も
の
が
流
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

で
活
用
で
き
る
電
子
化
の
動
き
が
加
速

し
て
い
る
。

　

成
長
記
録
や
情
報
発
信
を
豊
富
に
す

る
栃
木
市
電
子
母
子
手
帳
の
発
行
が
で

き
る
と
思
う
が
、
執
行
部
の
見
解
を
伺

う
。

　

電
子
母
子
手
帳
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
お
け
る
情
報
や
記
録
を
、
電

子
デ
ー
タ
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
管
理
・
利
用
で
き
る
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
現
在
、
民
間
企

業
が
開
発
し
た
も
の
が
あ
る
。

　

提
案
い
た
だ
い
た
電
子
母
子
手
帳
機

能
を
備
え
た
『
と
ち
介
予
防
接
種
ナ

ビ
』
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
サ

イ
ト
が
『
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
サ
イ
ト
』
と
し
て
、
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
電

子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
と
併
用
し
て
提
供

す
る
か
、
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
提

供
す
る
か
、
今
後
、
シ
ス
テ
ム
会
社
と

協
議
し
な
が
ら
、
次
年
度
の
導
入
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

●
子
育
て
支
援

○
住
み
や
す
い
街
を
目
指
す
取
組
み

○
共
生
型
社
会
づ
く
り

○
公
営
納
骨
堂
の
整
備
状
況

藤
田
保
健
福
祉
部
長

答
弁

時
代
に
あ
っ
た
母
子
手
帳
の
発
行
を
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内海まさかず 議員
創志会

株
主
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
は
難
し
い

　

架
空
の
助
成
金
話
に
引
っ
掛
か
り
、

無
理
な
設
備
投
資
を
行
い
、
資
金
が
な

く
な
れ
ば
、
私
た
ち
の
税
金
で
穴
埋
め

す
る
と
い
う
状
況
を
作
っ
た
元
社
長
に

は
経
営
責
任
が
あ
る
。
赤
字
を
出
し
た

企
業
を
税
金
で
救
済
す
る
こ
と
は
な

い
。

　

赤
字
体
質
の
観
光
農
園
の
経
営
を
引

き
継
い
だ
元
社
長
は
気
の
毒
で
は
あ
る

が
、
栃
木
市
は
筆
頭
株
主
と
し
て
元
社

長
に
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

㈱
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね
の
経
営
状
況

は
、
平
成
28
年
度
当
初
か
ら
厳
し
い
こ

と
が
推
測
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
同
年
７
月
、
当

時
の
社
長
か
ら
市
に
対
し
、
一
般
社
団

法
人
の
助
成
事
業
を
導
入
す
る
意
向
が

伝
え
ら
れ
、
９
月
に
は
交
付
決
定
通
知

を
受
領
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

　

市
は
、
そ
の
都
度
、
慎
重
な
対
応

と
、
事
業
の
確
実
性
に
つ
い
て
注
意
喚

起
を
行
う
と
共
に
、
事
業
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
助
成
金
の
入
金
が
確
実
に

な
っ
て
か
ら
事
業
展
開
を
す
る
よ
う
助

言
し
て
き
た
。
㈱
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね

と
し
て
は
、
助
成
事
業
と
し
て
設
備
投

資
を
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
借
入
金
等

の
負
債
が
増
加
し
、
結
果
的
に
資
金
繰

り
の
悪
化
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
施
さ
れ
た
事
業

は
会
社
経
営
の
立
て
直
し
を
図
る
こ
と

を
意
図
と
し
て
お
り
、
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト

の
栽
培
施
設
な
ど
、
資
産
と
し
て
会
社

で
所
有
・
使
用
す
る
こ
と
で
、
収
益
改

善
に
有
効
活
用
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
㈱
観
光
農
園
い
わ

ふ
ね
と
し
て
、
ま
た
、
株
主
と
し
て
賠

償
請
求
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

○
入
札
格
付
け
変
更
問
題

○
市
職
員
の
障
が
い
者
雇
用

●
㈱
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね
問
題

○
県
南
広
域
的
水
道
計
画

大
川
市
長

答
弁

㈱
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね
の

経
営
責
任
を
追
及
す
べ
き

 

広瀬 義明 議員
無会派

　

公
用
車
の
事
故
は
、
毎
年
30
件
前
後

発
生
し
て
お
り
、
減
少
す
る
気
配
は
感

じ
ら
れ
な
い
。

　

市
職
員
に
よ
る
公
用
車
事
故
で
は
、

故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
な
い
限

り
、
損
害
賠
償
共
済
に
よ
り
職
員
個
人

の
金
銭
負
担
は
生
じ
な
い
。

　
市
職
員
は
、
責
任
を
持
っ
て
公
用
車
を

使
用
し
、
市
民
に
対
し
て
模
範
と
な
る
よ

う
な
安
全
運
転
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
公
用
車
事
故
「
０
」

を
掲
げ
、
様
々
な
対
策
を
展
開
し
、
組
織

を
挙
げ
て
真
摯
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺
う
。

　

市
で
は
公
用
車
事
故
の
撲
滅
を
目
指

し
、
職
員
課
所
管
の
交
通
安
全
教
室

と
、
管
財
課
所
管
の
安
全
運
転
教
室
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
時
に
は
庁
内
ニ
ュ
ー

ス
で
事
故
の
概
要
に
つ
い
て
速
報
を
流

し
、
職
員
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
、
各
課

の
朝
礼
で
は
、
課
長
か
ら
交
通
事
故
に
注

意
す
る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
十
分
な
改
善

が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

今
後
は
、
運
転
記
録
証
明
書
の
活
用

や
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
導

入
、
ま
た
対
象
者
を
絞
り
込
ん
だ
講
習

会
の
実
施
等
、
新
た
な
事
故
防
止
対
策

を
取
り
入
れ
た
い
。

　

な
お
、
本
県
に
お
け
る
信
号
機
の
な

い
横
断
歩
道
で
の
車
の
一
時
停
止
率
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
「
止
ま
ら
な

い
栃
木
脱
却
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
市
職

員
が
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
周
囲

に
配
慮
し
た
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

徹
底
す
る
こ
と
で
、
公
用
車
事
故
の
減

少
に
つ
な
げ
て
い
く
。

●
公
用
車
の
事
故
と
事
故
防
止
対
策

榎
本
財
務
部
長

答
弁

公
用
車
事
故
撲
滅
は
安
全
運
転
意
識
の

醸
成
と
対
策
で
成
る

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
の
徹
底
で
、

事
故
の
減
少
を
目
指
す
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福田 裕司 議員
創志会

観
光
客
の
入
り
込
み
数
が
、

目
標
に
着
実
に
近
づ
い
て
い
る

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

財
源
の
確
保
や
社
会
保
障
の
維
持
な
ど
の

課
題
対
応
の
た
め
、
本
市
で
は
、
観
光
に

よ
る
成
長
戦
略
を
目
的
と
し
た
「
栃
木
市

観
光
基
本
計
画
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
期
間
は
９
年
間
に
設
定
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
は
６
年
目
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
と
そ
の
成
果

に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
具
体

的
目
標
値
に
対
す
る
達
成
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
有
識
者
で
構
成
す
る「
栃
木
市
観
光
ま
ち

づ
く
り
推
進
連
絡
会
議
」の
評
価
で
は
、短
期

ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
概
ね
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
の
、
客
層
に
合
わ
せ
た
モ
デ

ル
ル
ー
ト
の
開
発
等
に
つ
い
て
改
善
が
必

要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
評
価

を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
事
業
の
充
実
や
情

報
発
信
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
・
長
期
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
も
、
一
部
未
着
手
の
も
の
を
本
推

進
連
絡
会
議
に
お
い
て
、
よ
り
効
果
的

な
方
法
を
検
討
し
、
着
手
し
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、
観
光

資
源
の
磨
き
上
げ
や
観
光
周
遊
モ
デ
ル

ル
ー
ト
づ
く
り
、
各
機
関
へ
の
情
報
提
供

等
に
よ
り
、
平
成
30
年
の
観
光
客
の
入
込

数
が
６
０
０
万
人
を
超
え
、
目
標
で
あ
る

６
５
０
万
人
に
着
実
に
近
づ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
、
本
市
を
取
り
巻
く
観
光
動

向
や
社
会
情
勢
、
及
び
ニ
ー
ズ
の
変
化

等
に
柔
軟
に
対
応
し
、
本
計
画
を
推
進

し
て
い
く
。

●
栃
木
市
観
光
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
と
検
証

○
統
一
地
方
選
挙
の
投
票
率
及
び
当
日
の

　
投
票
時
間
短
縮
の
成
果

○
市
営
墓
地
・
墓
園
の
整
備

○
本
市
に
お
け
る「
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
」の

　
実
態
と
今
後
の
対
応

福
原
産
業
振
興
部
長

答
弁

６
年
目
と
な
る
観
光
基
本
計
画
の

進
捗
状
況
は

 

松本 喜一 議員
栃木未来

　

本
市
で
は
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の

大
規
模
開
発
を
６
年
前
か
ら
抑
制
し
て

い
る
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
大
規
模
開
発

は
、
固
定
資
産
税
の
税
収
増
や
、
新
た

な
道
路
整
備
な
ど
の
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
、
本
市
に
と
っ
て
好
影
響
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
大
規
模
開
発

の
復
活
や
、
調
整
区
域
内
の
小
中
学
校

周
辺
１
㎞
以
内
の
地
域
に
限
定
し
た
開

発
を
認
め
る
こ
と
で
、
本
市
の
児
童
生

徒
の
増
加
や
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　

本
市
は
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
し

て
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
実
現
の
た
め
の
施

策
に
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

大
規
模
開
発
を
認
め
て
い
た
期
間
で

は
、
少
な
か
ら
ず
経
済
効
果
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
約
７

割
が
市
街
化
区
域
か
ら
の
人
口
流
出
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ち
な
か
の
空
洞

化
を
招
く
一
因
と
も
な
り
、
市
街
化
調

整
区
域
内
の
大
規
模
開
発
の
復
活
は
、

難
し
い
も
の
と
考
え
る
。

　

小
中
学
校
周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
増
加
や
、
生
活
道
路

の
整
備
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
良
好

な
居
住
環
境
の
維
持
・
形
成
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
地
区
計
画
制
度
を
活
用
す

る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
３
月
に
策
定
し
た

「
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区
計

画
制
度
活
用
方
針
」
に
つ
い
て
、
小
中

学
校
周
辺
に
お
い
て
も
一
定
の
ル
ー
ル

の
も
と
、
宅
地
分
譲
開
発
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

●
人
口
増
加
対
策

○
教
育
環
境
等
整
備

戸
田
都
市
整
備
部
長

答
弁

市
街
化
調
整
区
域
の
小
中
学
校
周
辺

１
㎞
以
内
の
開
発
に
つ
い
て

大
規
模
開
発
の
復
活
は
難
し
い
が
、学
校

周
辺
開
発
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
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大浦 兼政 議員
栃木政策研究会

経
済
団
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

協
議
し
て
い
く

　

秩
父
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
公
民
連

携
推
進
事
業
で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

を
活
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
実
証

実
験
を
進
め
て
い
る
。
各
店
舗
で
の
導

入
に
加
え
、
観
光
施
設
や
地
元
鉄
道
会

社
の
フ
リ
ー
乗
車
券
、
長
瀞
ラ
イ
ン
下

り
な
ど
の
体
験
観
光
で
利
用
を
可
能
に

し
、
地
域
観
光
振
興
や
訪
日
観
光
客
誘

致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
商
工
会
議
所
や
商
工
会
な
ど

と
連
携
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推

進
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　

国
で
は
消
費
税
増
税
後
の
９
カ
月

間
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
い
を
し
た

消
費
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
、
決
済

端
末
導
入
費
用
や
加
盟
店
手
数
料
の
補

助
を
行
う
。

　

商
工
会
議
所
や
商
工
会
な
ど
の
経
済

団
体
に
お
い
て
は
、
事
業
者
に
対
し
て

国
の
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
報
で
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
向
け
た
情
報
発

信
や
、
商
店
会
連
合
会
に
対
し
導
入
に

向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
市
と
し
て

も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
の
良

い
契
機
と
捉
え
、
国
・
県
等
の
情
報
収

集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
者
へ
の

効
果
的
な
情
報
発
信
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の

共
同
開
催
な
ど
、
経
済
団
体
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
協
議
し
て
い
く
。

●
栃
木
市
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進

○
旧
栃
木
警
察
署
跡
地
の
そ
の
後

福
原
産
業
振
興
部
長

答
弁

商
工
会
議
所
や
商
工
会
等
と
連
携
し
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
を

 

川 上　均 議員
日本共産党栃木市議団

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
対
し
、

市
民
生
活
や
商
売
へ
の
不
安
が
高
ま

り
、
「
増
税
し
て
大
丈
夫
か
。
」
と
の

声
が
増
え
て
い
る
。
消
費
税
10
％
は
中

止
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

増
税
の
場
合
、
複
数
税
率
と
イ
ン
ボ

イ
ス
制
の
実
施
で
、
小
規
模
事
業
者
の

経
営
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の

内
容
は
、
「
税
負
担
増
で
経
営
に
マ
イ

ナ
ス
」、「
複
数
税
率
で
実
務
負
担
の
増

大
」、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
が
小
規
模
事
業

者
へ
の
打
撃
と
な
る
」
な
ど
で
あ
る
。

　

市
内
小
規
模
事
業
者
へ
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
予
測
し
、対
応
す
る
の
か
伺
う
。

　

増
税
に
伴
う
対
応
と
し
て
は
、
中
小

企
業
庁
で
は
、
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の

導
入
等
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
軽
減

税
率
対
策
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
栃
木
税
務
署
で
は
、
軽
減
税
率

制
度
説
明
会
の
開
催
、
商
工
会
議
所
や
商

工
会
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
会
報
を
通
し
て

制
度
の
周
知
と
理
解
に
努
め
て
い
る
。

　
市
で
は
、
広
報
紙
等
に
お
い
て
、
事
業

周
知
や
早
期
対
応
へ
の
啓
発
、
国
の
補
助

金
活
用
の
案
内
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
小
規
模

事
業
者
へ
の
影
響
は
、
対
応
が
効
果
的

に
機
能
す
れ
ば
、
買
い
控
え
等
に
よ
る

反
動
は
あ
る
も
の
の
、
経
営
が
大
き
く

悪
化
す
る
こ
と
な
ど
の
影
響
は
少
な
い

と
思
わ
れ
る
。

●
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
と
も
な
う

　
地
域
経
済
へ
の
影
響

○
10
月
か
ら
の
幼
児
教
育･

保
育
無
償
化
の

　
問
題
点

○
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
対
す
る
市
の

　
対
応

福
原
産
業
振
興
部
長

答
弁

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
は
市
民
生
活
と

地
域
経
済
に
打
撃
、市
の
対
応
は

複数税率で領収書も複雑に

広
報
紙
等
に
お
い
て
事
業
の
周
知
や
、

早
期
対
応
へ
の
啓
発
を
し
て
い
く
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白石 幹男 議員
日本共産党栃木市議団

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
は
、
市
長
公

約
の
一
丁
目
一
番
地
だ
が
、
何
と
し
て

も
実
現
す
る
と
い
う
市
長
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
こ
な
い
。
無
料
化
に
否
定
的
な

意
見
が
あ
る
な
か
で
、
「
子
ど
も
は
社

会
全
体
で
育
て
る
」、「
義
務
教
育
は
無

償
」、「
給
食
は
教
育
の
一
環
」
と
い
う

観
点
で
、
市
民
に
対
し
、
無
料
化
の
意

義
を
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
が
必
要
だ
。

　

「
今
、
な
ぜ
無
料
化
な
の
か
。
」
と

い
う
市
長
の
強
い
思
い
を
市
民
に
対
し

て
発
信
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
の
意
義
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
に
努
め
る
こ
と
で
、
出
生
率
の

向
上
や
若
者
世
代
の
定
住
が
図
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
全

体
で
子
育
て
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
支

援
す
る
側
と
支
援
さ
れ
る
側
が
相
互
に

慈
し
み
あ
う
心
の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ

と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
無
料
化
の
取
り
組
み
を
契
機

と
し
て
、
改
め
て
子
ど
も
た
ち
に
も
、

教
育
の
現
場
に
お
い
て
、
働
く
こ
と
の

大
切
さ
や
、
食
事
や
食
材
の
あ
り
が
た

さ
を
学
習
す
る
な
ど
、
成
長
期
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
・
徳
育
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
と

い
う
意
義
を
、
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
、今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

○
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業

●
学
校
給
食
費
の
無
料
化
へ
の
取
り
組
み

○
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
へ
の
対
応

大
川
市
長

答
弁

学
校
給
食
費
の
無
料
化
の
意
義
を

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
発
信
を

 

森戸 雅孝 議員
栃木政策研究会

　

こ
こ
数
年
、
教
育
現
場
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

東
京
都
江
東
区
内
の
小
学
校
で
は
、

総
合
学
習
や
社
会
科
の
授
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
取
り
上
げ
、
６
年
間
で
全
17
目
標

に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
を
学
ん
で
い
る
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
皆
で
支
え
、
地
域
の

課
題
解
決
や
活
性
化
に
貢
献
し
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
人

材
を
育
成
す
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
小

中
学
校
の
授
業
に
取
り
入
れ
る
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
ゴ
ー
ル
に
迫
る
た
め
の

人
材
育
成
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
か
ら
中
学
３
年
生
を
対
象
に
「
わ
た

し
た
ち
が
つ
く
る
持
続
可
能
な
世
界
〜

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ナ
ビ
に
し
て
〜
」
が
配
付

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が

ら
様
々
な
教
科
等
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
新
た
な
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
が
掲

げ
ら
れ
、
各
教
科
等
に
お
い
て
も
関
連
す

る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
や
ね

ら
い
に
迫
る
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
を
通

し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

●
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

○
栃
木
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と

　
例
幣
使
街
道
の
一
体
化
し
た
ま
ち
づ
く
り

青
木
教
育
長

答
弁

私
た
ち
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

育
成
に
向
け
た
教
育
を

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る

意
義
を
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
く

用
語
解
説

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
は

　

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て

採
択
さ
れ
た
２
０
３
０
年
を
年
限
と
す
る
国
際
目
標
。

　
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の

ゴ
ー
ル
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、

地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を

誓
っ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
く
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小平 啓佑 議員
栃木政策研究会

専
門
部
署
の
必
要
性
も
含
め
て
、

研
究
し
て
い
く

　

「
栃
木
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
」
で
は
、
令
和
元
年
度
末
の
合

計
特
殊
出
生
率
目
標
を
１
・
43
に
し
て

い
る
が
、
本
市
は
県
内
で
も
出
生
率
が

低
い
状
況
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
専
門
の
課
や
係
を
設
置

し
、
民
間
の
婚
活
事
業
者
や
団
体
と
の

す
み
わ
け
や
協
力
を
し
な
が
ら
、
市
民

の
結
婚
の
希
望
を
か
な
え
る
事
業
内
容

及
び
支
援
体
制
に
つ
い
て
、
執
行
部
の

意
見
を
伺
う
。

　

今
年
度
以
降
の
本
市
婚
活
イ
ベ
ン
ト

等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
民
間
団

体
等
に
よ
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が

活
発
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
お
り
、
市
が
直
接
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
団
体
の

支
援
を
通
じ
、
結
婚
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

平
成
30
年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
実
施
支

援
事
業
で
は
、
市
内
の
結
婚
支
援
・
婚

活
イ
ベ
ン
ト
主
催
団
体
等
を
対
象
に
、

全
国
の
先
進
事
例
の
紹
介
や
婚
活
イ

ベ
ン
ト
成
功
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
す
る
な

ど
、
関
係
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
や
企
業
・
団
体
の
皆
様
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
尊
重
し
つ
つ
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の

か
、
専
門
部
署
の
必
要
性
も
含
め
て
研

究
し
て
い
く
。

○
栃
木
市
の
奨
学
金
制
度

●
結
婚
の
希
望
を
か
な
え
る
事
業

小
保
方
総
合
政
策
部
長

答
弁

若
者
の
結
婚
の
希
望
を
か
な
え
る

事
業
に
サ
ポ
ー
ト
を

 

浅野 貴之 議員
誠　心

関
係
課
と
連
携
し
、

多
く
の
小
学
校
に
広
げ
て
い
き
た
い

　

虫
歯
の
予
防
に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
が

有
効
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
歯
と
口
の
健
康
週
間
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
参
加
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
な
ど
課
題
も
見
ら
れ
る
が
、
本
市

の
学
校
や
社
会
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
塗

布
事
業
の
現
状
と
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
、
フ
ッ
化
物
を
利
用
し
た
予
防

事
業
と
し
て
、
２
歳
児
歯
科
健
診
に
お

け
る
フ
ッ
化
物
ジ
ェ
ル
塗
布
体
験
、
年

長
児
と
小
学
１
年
生
対
象
の
フ
ッ
化
物

塗
布
事
業
、
市
内
６
つ
の
小
学
校
の
児

童
に
実
施
し
て
い
る
フ
ッ
化
物
洗
口
事

業
が
あ
る
。

　

小
学
校
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
事

業
は
、
児
童
が
学
校
生
活
の
中
で
実
施

す
る
こ
と
か
ら
長
期
間
の
継
続
が
確
実

と
な
る
た
め
、
虫
歯
予
防
に
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
関

係
課
と
連
携
し
、
多
く
の
小
学
校
に
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
歯
磨
き
と
と
も
に
、
フ
ッ
化

物
塗
布
等
が
虫
歯
予
防
に
効
果
が
あ
る

こ
と
を
市
民
に
広
く
周
知
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
あ
る
の
で
、
健
康
ま
つ
り

や
健
診
、
健
康
教
室
等
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
る
普

及
・
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

○
が
ん
教
育
の
推
進

●
歯
の
健
康
を
守
る
取
り
組
み

○
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
芸
術
で
心
豊
か
に

藤
田
保
健
福
祉
部
長

答
弁

子
ど
も
た
ち
の
虫
歯「
０
」を
目
指
し
て
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大谷 好一 議員
誠　心

　

自
宅
と
小
学
校
が
遠
く
離
れ
て
い
る

小
学
生
た
ち
に
、
積
極
的
に
バ
ス
を
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
他
の
バ
ス
利

用
者
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
バ
ス
の
利
用
率
の
向
上

も
図
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

小
学
生
の
バ
ス
利
用
の
無
料
化
に
つ

い
て
、
こ
れ
こ
そ
が
子
育
て
支
援
に
繋

が
る
と
考
え
る
が
、
積
極
的
に
検
討
い

た
だ
け
る
の
か
、
執
行
部
の
考
え
を
伺

う
。

　

小
学
生
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
利
用
の
無

料
化
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら

バ
ス
利
用
に
慣
れ
る
こ
と
で
、
将
来
、

高
校
生
・
社
会
人
と
な
っ
た
と
き
の
バ

ス
の
利
用
率
向
上
に
も
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年

10
月
に
策
定
し
た
「
栃
木
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
の
中
で
、
取
り
組

み
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
と
協
議
の
上
、
小
学
生
運
賃
の

無
料
化
に
向
け
て
実
施
を
検
討
し
て
い

く
。

●
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
活
用

○
交
通
安
全
対
策

○
市
長
公
約
の
実
現

橘
生
活
環
境
部
長

答
弁

小
学
生
の
バ
ス
利
用
の
無
料
化
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
検
討
を

 

坂東 一敏 議員
誠　心

　

総
合
運
動
公
園
内
の
ト
イ
レ
の
汚
れ

や
、
悪
臭
が
非
常
に
気
に
な
っ
た
。
利

用
者
に
と
っ
て
も
、
決
し
て
快
適
な
状

態
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
改
善
要

望
は
出
て
い
な
い
の
か
。
多
く
の
市
民

の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
市
外
か
ら
も
多

く
の
人
が
訪
れ
る
運
動
公
園
で
あ
る
の

で
、
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
ト
イ
レ
を
は
じ
め
、
園

内
の
清
掃
な
ど
は
、
ど
の
程
度
の
頻
度

で
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

硬
式
野
球
場
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
臭
い
等
の
影
響
に
よ
り
、
利
用
者

か
ら
改
善
等
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

ト
イ
レ
の
臭
い
等
の
主
な
原
因
と
し

て
は
、
ト
イ
レ
の
浄
化
槽
や
排
水
施
設

な
ど
、
公
園
施
設
全
体
の
老
朽
化
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
平
成
29

年
度
に
策
定
し
た
「
公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
」
に
基
づ
き
、
国
の
交
付
金
を

導
入
し
な
が
ら
、
効
果
的
・
効
率
的
な

施
設
改
修
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
園
内
の
清
掃
に
つ
い
て

は
、
ト
イ
レ
を
含
め
、
一
施
設
あ
た
り

週
２
回
か
ら
３
回
行
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
清
掃
以
外
に

毎
日
見
回
り
を
実
施
し
、
そ
の
際
に
汚

れ
が
ひ
ど
い
箇
所
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
随
時
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
快
適
に
公
園
を
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努

め
て
い
く
。

○
市
職
員
の
市
民
へ
の
対
応

●
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
の
整
備

國
保
建
設
部
長

答
弁

ト
イ
レ
の
汚
れ
を
は
じ
め
と
し
た

運
動
公
園
内
の
清
掃
に
つ
い
て
改
善
を

関
係
機
関
と
協
議
の
上
、

実
施
を
検
討
し
て
い
く

効
果
的
・
効
率
的
な
施
設
改
修
を

進
め
て
い
る



－ 14 －

とちぎ市議会だより40第 号 〇〇 年 月 日31 5 20第 41 号 とちぎ市議会だより 令和元年 8月 20 日

政務
活動費

支出の透明化を図れるよう

昨年度の収支状況を報告します

　政務活動費の使途の透明性・公開度を高めるため、「政務活動費収支
報告書等の閲覧に関する実施要領」に基づき、収支報告書等の書類を、
情報公開条例による手続きを経ることなく、誰でも議会事務局で閲覧
することができるよ。

会派名

議員数（名）

議員数変更時期等

交付上限額

交付決定額

日本共産党
栃木市議団

2

―

660,000

411,627

103,030

0

0

253,660

0

0

54,937

0.624

公明党議員会

３

―

990,000

483,257

227,101

121,206

0

88,179

0

0

46,771

0.488

弘毅会

4

―

1,320,000

545,044

193,448

198,340

0

103,882

0

0

49,374

0.413

創志会

5

―

1,650,000

730,833

294,488

124,226

0

196,394

0

0

115,725

0.443

誠心

4 

―

1,320,000

281,253

74,397

121,206

0

33,700

0

0

51,950

0.213

栃木未来

4

―

1,320,000

721,410

313,618

260,908

0

75,100

0

0

71,784

0.547

栃木政策研究会
(5月～12月)

(4)

12 月 19 日
1 名辞職

960,000

620,205

326,988

195,681

0

62,838

0

0

34,698

0.646

栃木政策研究会
(1月～3月 )

4

12 月 19 日
1 名加入

360,000

37,312

0

0

0

21,420

0

0

15,892

0.104

明政

3

3月 14日
1名離脱

990,000

700,102

386,337

112,290

0

78,964

0

0

122,511

0.707

無会派
小平啓佑
(5月～12月)

(1)

―

240,000

167,402

97,417

65,227

0

0

0

0

4,758

0.698

計

29 

9,810,000

4,698,445

2,016,824

1,199,084

0

914,137

0

0

568,400

0.479執行率

1 研究研修費

2 調 査 旅 費

3 資料作成費

4 資料購入費

5 会　議　費

6 人　件　費

7 その他の経費

支
　
出
　
額
　
内
　
訳

平成30年度政務活動費交付金収支状況（平成30年5月～平成31年3月）
※会派議員数は平成31年3月末現在、（　）内数字は再掲
※政務活動費の基準日は各月の初日　　　　　　　（単位：円）

交付上限額　月額３万円×１１ヶ月×２９人　　　　　　　　　　　　9,570,000 円

交付上限額　月額３万円×８ヶ月×１人　　　　　　　　　　　　　　　240,000 円

平成３０年度政務活動費交付上限額計　　　　　　　　　　　　　　　9,810,000 円（A）

平成３０年度政務活動費交付決定額　　　　　　　　　　　　　　　　4,698,445 円（B）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行率　　　　　47.9%（B/A）
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２０１８年度　議会改革度ランキングで全国５３位に

平成３０年度　視察受け入れ結果一覧

　早稲田大学マニフェスト研究所が毎年実施している調査で、本市議会のランキングが２０１７年
度の１５３位より大幅に順位を上げ、全国の都道府県及び市区町村１４４７議会の中で５３位、栃
木県及び県内の市町議会の中で２位の好成績を収めました。これは今までの議会改革の取り組みに
加え、政務活動費の後払い方式や領収書のネット公開が大きく影響しているものと考えられます。
今後も市民の皆様の負託にこたえるべく、さらなる改革に取り組んでまいります。

○議会改革度ランキングとは
　地方から政治を変える取り組みを行う早稲田大学マニフェスト研究所が議会の情報共有や住
民参加、機能強化の取り組みを点数化し、都道府県や市区町村を含めた議会改革度ランキング
を毎年公表している。

　本市議会では、議会運営や各種行政施策について、他の自治体から視察の受け入れを行っています。
平成 30 年度は、全国３2自治体の議員の方々が、本市議会で行っている議会改革や本市の優れた施
策について、視察されました。
〔議会改革などのテーマで来局した市議会〕

　上記以外に本市が行っている各種施策（「空き家対策、移住・定住」や「新たな地域自治制度」など）
については、各担当課に説明をしていただきました。
　今後も全国の自治体から視察先として選ばれるよう、引き続き議会改革に取り組んでまいります。

【全国のランキング上位とその内容】

・１位【北海道芽室町議会】：多様な世代の住民参加の促進を掲げ、地域の社会教育を進める
「未来フォーラム」を開催

・２位【滋賀県大津市議会】：外部知見の導入による政策立案機能の強化と、実行計画
「ミッションロードマップ」の推進

・３位【三重県四日市市議会】：常任委員会年間白書を取りまとめ、課題・懸案事項を明確化し、
住民と共有

期　日
４月１９日（木）
６月２８日（木）
７月２０日（金）
９月２７日（木）
１１月　２日（金）

１１月　６日（火）

１１月　７日（水）
１１月　８日（木）
２月　６日（水）

自治体名
石 川 県 加 賀 市
栃 木 県 佐 野 市
茨 城 県 古 河 市
愛 知 県 豊 田 市
宮 城 県 大 崎 市

長 崎 県 大 村 市

千 葉 県 山 武 市
茨 城 県 行 方 市
秋 田 県 横 手 市

人 員
８人
２３人
８人
１１人
８人

９人

７人
５人
６人

視　　察　　項　　目
政務活動費の後払いについて
政務活動費の後払いについて
タブレット端末導入について
タブレット端末の導入について
議会広報について

新庁舎における議会棟の整備について
議会改革の取り組みについて

議会基本条例及び政治倫理条例について
議会の広報活動について
タブレット端末の有効活用について
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モニターインタビュー（Ｎｏ.13）

議会広報紙モニター 川田　健太郎 さん

Ｑ：川田さんは地元で自営業を営んでいらっしゃ
いますが、何か地域活動等はされていますか

Ａ：子どもたちの笑顔が見たいので、ＰＴＡや大平
商工会での活動を中心に、大平地域で開催する
「とちぎ盆まつり」、そして「蔵の街花火大会」
などの実行委員をしています。

Ｑ：そのような活動の中で、どのような栃木市に
なってほしいと考えていますか

Ａ：各地域に住んでいるみんなと、一丸となって
協力し合える、明るく楽しい栃木市になってほ
しいです。

Ｑ：明るい未来に向けて、栃木市や議会に要望は
ありますか

Ａ：政治を分かりやすく、若い人が参画しやすい
栃木市議会を作ってほしいと思います。市民に
寄り添う議会、市民とつくる栃木市であってほ
しいです。

　議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力をいただいている「議会広報紙
モニター」にインタビューするコーナーです。（今回のインタビュアー：大浦委員）

13

栃
木
市
議
会
広
報
委
員
会

９月定例会の予定（変更になる場合があります） 傍聴にお越しください

議会だよりは目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが音声テープを作成しておりますので、ご入用の方は
お気軽に議会事務局までお問い合わせください。＜TEL:0282-21-2505＞

　

６
月
定
例
会
初
日
に
千
葉
副
議

長
が
新
た
に
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出
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れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
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せ
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く
、
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を
中
心
に
、

議
員
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ま
い
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と
思
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す
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ま
た
、
最
終
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に
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議
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て

ま
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　日程と一般質問の内容は、確定次第、ホ
ームページ等でお知らせするほか、８月２
９日（木）に新聞折り込みを予定していま
す。
　ぜひ傍聴にお越しください！
６月定例会の傍聴者は……延べ１５８人で
した。

　また、本年度も議会報告会の開催に向け、
協議をしているところです。
　なお、詳細は９月発行の『広報とちぎ』
折り込みをご覧ください。

日 月 火 水 木 金 土

8/25 26 27 28 29 30 31

本会議
議案等提案

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

（総務） （民生） （産業教育） （建設）

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

会派代表質疑 分科会長報告

29 30 10/1 2 3 4 5

本会議
議案等採決

本会議
『一般質問』

常任委員会・決算特別委員会分科会

本年より決算特別委員会が設置される予定です。
詳細につきましては次号にてお知らせいたします。


